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ル ギ ー 鉱 山 労 働 組 合 の フ ァ ベ ッ ク
（Fabek）氏であった。以降，1991/92年
にかけて５回実施したルール調査の折に
も，またそれ以降の文献研究の拠点とな
ったのが，ボッフムにあるドイツ鉱山博
物館の資料室（Archiv）である。
筆者は，2003年４月から2004年３月ま
日本人炭鉱労働者を訪ねて
写真―２　ドイツ鉱山博物館
2004年３月13日，ボッフム
40
おわりに
「ドイツで働いた日本人炭鉱労働者」の全体像をできるだけ客観的に記録
するためには，多くの時間が必要であった。そのためには，ここに紹介し
たようなドイツの関連機関での調査研究だけでなく，実際にドイツへ渡航
して働いた多くの人々の研究への援助と協力が不可欠であった。この点で
大きな支えになってくれたのが，1974年に日本で結成されたグリュックア
ウフ（Glückauf）会（元西独派遣炭鉱労働者交歓会）である。ドイツに在
住している人々，日本に帰国した多くの元日本人炭鉱労働者の方々からの
聞き取りや多くの手持ちの資料の提供がなければ，拙著の刊行は不可能で
あった。2006年１月の第29回グリュクアウフ会新年会では，拙著の出版記
念祝賀会を同時開催してくれた。心から感謝したい。
日本人炭鉱労働者の第１陣がドイツに到着したのは，1957年１月であっ
た。来年１月で，それから50年になる。すでに筆者のもとにも，2007年１
月に「ドイツ炭鉱派遣事業開始50周年祝賀会」をかねた第30回グリュクア
ウフ会新年会が東京で開催される通知が届けられている。
